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一　

概
説

　

１　

協
定
の
成
立
経
緯

　
　
�
　

我
が
国
と
韓
国
と
の
間
で
は
、
企
業
等
に
よ
り
相
手
国
に
一
時
的
に
派
遣
さ
れ
る
被
用
者
等
に
つ
い
て
両
国
の
年
金
制
度
へ
の
強
制
加
入
に
関
す
る
法

令
が
適
用
さ
れ
る
二
重
適
用
の
問
題
及
び
就
労
期
間
が
短
い
た
め
に
保
険
期
間
が
就
労
地
国
の
年
金
の
受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
を
満
た
さ
な
い
こ
と
か

ら
保
険
料
が
掛
け
捨
て
と
な
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
両
国
の
企
業
及
び
国
民
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
両
国
の
関
係
を
更
に
増
進
す
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
韓
国
側
と
一
致
し
、
平

成
十
五
年
三
月
に
政
府
間
交
渉
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
協
定
案
文
に
つ
い
て
最
終
的
合
意
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
、
平
成
十
六
年
二
月
十
七
日
に
ソ

ウ
ル
に
お
い
て
、
日
本
側
高
野
在
韓
国
大
使
と
韓
国
側
パ
ン
・
ギ
ム
ン
外
交
通
商
部
長
官
と
の
間
で
こ
の
協
定
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。

　
　
�
　

年
金
制
度
へ
の
強
制
加
入
に
関
す
る
法
令
の
二
重
適
用
の
問
題
等
の
解
決
を
図
る
た
め
の
協
定
は
、
主
要
先
進
国
の
間
で
は
近
年
一
般
的
に
締
結
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
我
が
国
に
と
っ
て
こ
の
種
の
協
定
は
、
ド
イ
ツ
及
び
英
国
と
の
社
会
保
障
協
定
が
あ
る
。
こ
の
韓
国
と
の
協
定
は
、
保
険

期
間
の
通
算
を
含
ま
な
い
と
い
う
点
で
英
国
と
の
協
定
と
同
じ
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
と
の
協
定
と
異
な
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
両
国
の
年
金
制
度
へ
の
強
制
加

入
に
関
す
る
法
令
の
二
重
適
用
の
回
避
に
内
容
を
限
定
し
た
い
と
の
韓
国
側
の
主
張
を
受
け
入
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、
保
険
期
間
の
通
算
に
つ
い
て
も
協

定
締
結
の
可
能
性
を
探
る
た
め
の
協
議
を
今
後
行
う
こ
と
で
両
国
は
一
致
を
み
て
い
る
。

　

２　

協
定
締
結
の
意
義

　
　
�
　

両
国
間
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
緊
密
な
経
済
関
係
を
背
景
と
し
て
人
的
交
流
が
活
発
で
あ
る
が
、
企
業
等
に
よ
り
相
手
国
に
一
時
的
に
派
遣
さ
れ
る

被
用
者
等
に
つ
い
て
は
両
国
の
年
金
制
度
へ
の
強
制
加
入
に
関
す
る
法
令
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
両
国
の
年
金
制
度
へ
の
保
険
料
の
支
払
が
両
国
の
企
業

及
び
国
民
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
�
　

こ
の
協
定
は
、
年
金
制
度
へ
の
強
制
加
入
に
関
す
る
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
両
国
間
で
調
整
を
行
い
、
両
国
の
関
係
法
令
が
同
時
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
国
に
派
遣
さ
れ
た
被
用
者
等
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
二
重
負
担
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。

　
　
�
　

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
二
重
適
用
の
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ
、
保
険
料
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
両
国
間
の
人
的
交
流
が
円
滑
化
さ

れ
、
ひ
い
て
は
経
済
交
流
を
含
め
た
両
国
間
の
関
係
が
よ
り
一
層
緊
密
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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二　

協
定
の
内
容

　
　

こ
の
協
定
は
、
前
文
、
本
文
十
八
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１　

定
義
及
び
適
用
対
象
に
関
す
る
規
定

　
　
�
　

「
国
民
」
、
「
法
令
」
、
「
権
限
の
あ
る
当
局
」
、
「
実
施
機
関
」
及
び
「
難
民
」
の
用
語
の
定
義
を
定
め
る
（
第
一
条
）
。

　
　
�
　

こ
の
協
定
が
、
我
が
国
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
国
家
公
務
員
共
済
年
金
、
地
方
公
務
員
等
共
済
年
金
及
び
私
立
学
校
教
職
員
共

済
年
金
に
、
韓
国
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
（
第
二
条
）
。

　
　
�
　

こ
の
協
定
が
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
等
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
（
第
三
条
）
。

　

２　

強
制
加
入
に
関
す
る
法
令
の
二
重
適
用
の
回
避
の
た
め
の
調
整
に
関
す
る
規
定

　
　
�
　

就
労
が
行
わ
れ
る
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
定
め
る
（
第
五
条
１
）
。

　
　
�
　

た
だ
し
、
一
時
的
に
相
手
国
に
派
遣
さ
れ
る
被
用
者
等
（
第
三
国
の
領
域
を
経
由
す
る
被
用
者
等
を
含
む
。）の
場
合
に
は
、
派
遣
の
期
間
が
五
年
を
超

え
る
も
の
と
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
自
国
の
法
令
の
み
を
適
用
し
、
一
時
的
に
相
手
国
で
の
み
自
営
活
動
を
す
る
者
も
こ
れ
と
同
様
に
取
り

扱
う
こ
と
を
定
め
る
（
第
六
条
１
、
２
及
び
３
）
。

　
　
�
　

両
国
で
同
一
の
期
間
に
就
労
を
行
う
被
用
者
又
は
自
営
業
者
の
場
合
に
は
、
通
常
居
住
す
る
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
こ
と
を
定
め
る
（
第
五

条
２
及
び
３
）
。

　
　
�
　

両
国
の
い
ず
れ
か
を
旗
国
と
す
る
船
舶
上
の
就
労
者
、
外
交
官
そ
の
他
公
務
員
等
に
対
す
る
法
令
の
二
重
適
用
の
回
避
に
つ
き
定
め
る
（
第
七
条
及
び

第
八
条
）
。

　
　
�
　

た
だ
し
、
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
は
、�
か
ら�
ま
で
の
規
定
の
例
外
に
つ
い
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
（
第
九
条
）
。

　
　
�
　

相
手
国
で
就
労
す
る
者
で
自
国
の
法
令
を
適
用
す
る
も
の
に
同
行
す
る
配
偶
者
又
は
子
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
自
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
こ
と

を
定
め
る
（
第
十
条
）
。

　

３　

そ
の
他

　
　
　

両
国
の
国
民
同
等
の
取
扱
い
及
び
そ
の
例
外
（
第
四
条
１
、
２
、
３
及
び
４
）
、
給
付
に
関
し
て
の
両
国
の
領
域
同
等
の
取
扱
い
（
第
四
条
５
）
、
協
定

二



の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
行
政
上
の
措
置
に
関
す
る
合
意
等
（
第
十
一
条
）
、
両
国
の
関
係
機
関
間
の
相
互
援
助
（
第
十
二
条
）
、
個
人
情
報
の
伝
達
及
び

保
護
（
第
十
三
条
）
、
両
国
間
の
連
絡
方
法
（
第
十
四
条
）
、
協
定
の
解
釈
等
に
関
す
る
協
議
（
第
十
五
条
）
、
協
定
の
効
力
発
生
前
の
派
遣
期
間
等
の
起

算
点
（
第
十
六
条
）
、
協
定
の
効
力
発
生
手
続
（
第
十
七
条
）
及
び
協
定
の
終
了
手
続
（
第
十
八
条
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

三　

協
定
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

　
�
　

こ
の
協
定
を
実
施
す
る
た
め
、
国
民
年
金
法
、
厚
生
年
金
保
険
法
及
び
共
済
組
合
各
法
の
特
例
等
を
定
め
る
法
律
案
が
今
次
国
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
�
　

こ
の
協
定
を
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
特
別
の
予
算
措
置
は
、
必
要
と
し
な
い
。 

三


